
第13回 日本 e-ラーニング大賞
ヘルスケア経営特別部門賞 受賞

病院で働くすべての方のための医療安全研修 e ラーニングツール
～医療安全を基礎から学び、インシデントを事例動画で疑似体験～

セーフティプラス

医療安全の共通の認識・知識・技能を体系的に学べる

豊富な事例に基づき、臨場感ある再現動画で 
インシデントへの対処法を分かりやすく学べる

著名な講師陣による動画講義で、専門領域の 
最新知見や知識を学べる

基礎
シリーズ

事例
シリーズ

動画講義
シリーズ

すべての職員の意識を高め、医療の質向上に貢献

全国 450 以上の病院、クリニック、
看護学校、医学部などでご採用！
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CASE1

CASE2

CASE3

CASE4

こんなお悩みはございませんか？
医療安全管理者

院内研修の企画・ 
運営業務を軽減 
したい

日本医療機能評価機構のインシデン
トレポートに基づく豊富な事例で、
院内研修の企画・運営に係る負担を
軽減できます。

インシデントの背景まで理解できる
疑似体験動画を収録したコース構成で、
インシデントへの対処をしっかりと 
身に付けることができます。

資料追加機能で施設独自のマニュアル 
を全職員で共有することができます。

時間や場所の制約なく受講者の都合
に合わせて受講できるため、受講率
の向上を可能にします。
また、未受講者の確認や一括リマイ
ンドメール配信などの機能が充実し
ています。

インシデントの 
予防や対処に効果 
的な医療安全研修 
にしたい

医療安全対策 
マニュアルを院内に 
浸透させたい

医療安全研修の 
受講率を 100% に 
したい
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CASE1

CASE2

CASE3

CASE4

医療安全研修受講者

私は医療職ではないの
で、医療安全のことはよ
く分からない、難しそう
と感じてしまう

医療安全が自分の仕事と
どのように関係するのか
をイメージしにくい

決められた研修の時間に
集合することが難しい

自己学習において、 
まとまった時間の確保が
難しい

病院で働くすべての方に向けて 
作られたSafetyPlus基礎シリー
ズでは、日常生活に即したドラ
マで医療安全の基礎を分かりや
すく学ぶことができます。

医師や看護師だけでなく事
務職員など、さまざまな職種
の方が体験する事例を扱っ
ているので、当事者意識を
持って学ぶことができます。

スマホ、タブレット、 
パソコンでいつでも 
どこでも受講可能です。

動画は効果的に学べる 
短さで作られており、 
受講者の都合に合わせて 
受講できます。
例：動画講義は 1 コマ 15 分から収載



4

製品構成
SafetyPlus は 3 つのシリーズ構成になっています。

1. 基礎シリーズ
病院で働くすべての職員が身につけるべき、医療安全における共通の認識・知識・技能を体系的に
学ぶことができます。

・医療安全の意義や目的を理解して、医療安全の全体像が把握できるようになっています。

・�日常生活に即した親しみやすいドラマから医療安全に必要なテクニックを分かりやすく学べる構成
になっており、また、必要最小限の専門用語で解説しています。

・�医療安全の専門用語を暗記するのではなく、自らの業務の中で実践できるような演習を用意し、 
具体的テクニックを身に付けられます。

2. 事例シリーズ
豊富な事例に基づき、臨場感ある再現動画で、インシデントへの対処法を分かりやすく学ぶことが
できます。

・受講者の注意、興味を引きやすく、当事者意識を持って学べる内容です。

・�振り返りの質問や学習のポイント解説付きで知識を学ぶことができ、定着が図れる効果的なコース
構成になっています。

・振り返りから発生時の対応まで、コースに沿って学ぶことができ、身に付く研修を可能にします。

3. 動画講義シリーズ
医療安全の基本や心理的安全性など、専門領域の知識を著名な講師陣の講義で学ぶことができます。

・各領域の第一人者の方々の講義により、最新の知識・トピックスを聴講できます。

・�各動画は 20 分以内で構成しており、院内研修に組み込んで研修を効果的に行うことができます。

＜全シリーズ共通：充実した管理者機能を搭載＞
施設独自コースの作成、ファシリテーションマニュアル、一括リマインドメール配信、レポート
機能など便利な機能を揃えています。

セーフティプラスが
90 秒でわかる紹介動画
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無料トライアル、お見積り、オンラインデモなど、
まずはお気軽にお問い合わせください ▶

学習の流れ

Step 1 事例紹介、再現動画（ドラマ） 基礎
シリーズ

事例
シリーズ

動画講義
シリーズ

事例の概要を理解します。
事例の再現動画（ドラマ）を見て疑似体験をします。

Step 2 振り返り 事例
シリーズ

何故このインシデントが起きたのか、個人で振り返る、またはグループで 
ディスカッションします。

Step 3 解説 基礎
シリーズ

事例
シリーズ

動画講義
シリーズ

学習のポイント、詳細な解説、発生防止の提案、参照資料のリンクが表示されます。
（事例シリーズは文章で、基礎シリーズ・動画講義シリーズは動画で表示）

Step 4 自施設を想定した話し合い 基礎
シリーズ

事例
シリーズ

動画講義
シリーズ

学んだ状況を自施設に当てはめて対応を考えます。

Step 5 テスト 基礎
シリーズ

事例
シリーズ

動画講義
シリーズ

テストで理解度を確認します。ランダムに選択肢の配置が換わります。

Step 6 発生時の対応 事例
シリーズ

自施設でインシデントが起きた場合の対処、独自のルールや環境を確認します。



6

『KCL の誤投与』
ファシリテーション

マニュアルの抜粋版が
見られます。

集合研修の組み立てや進行に役立つ 
「ファシリテーションマニュアル」付き

ファシリテーターのセリフ例、グループワーク、ディスカッ
ションの進め方などが記載されたファシリテーションマ
ニュアルが付いており、集合研修の組み立てや進行に活用
いただけます。※ 60 分版と短縮版（15分版）をご用意しております。

独自コース作成可能
施設でオリジナルに制作された動画の
アップロードや、テスト、解説を作成
し、研修や自己学習に利用できます。
集合研修の欠席者へのフォローアップ
にも活用いただけます。

「受講者用メモ」付き
紙ベースでの出欠確認や、受講者から
の不明点・感想などを収集する際に活
用いただけます。

受講者管理のレポート機能
受講者数やテスト結果など、部門や個人ごとにひと目で確
認いただけます。

充実した管理者機能

60 分版 短縮版（15 分版）
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無料トライアル、お見積り、オンラインデモなど、
まずはお気軽にお問い合わせください ▶

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院様
医療安全管理室／セーフティマネージャー
髙橋　静子 様
当院では、法人内の事業所ごとに独自に研修を行っていたため、研修内容や研修の実施方
法にばらつきがあり、全職員に均一の教育機会を確保することが困難でした。セーフティ
プラスを導入したことで、法人内の研修内容を統一できるようになりました。また、受講
者全員の受講状況を把握できるため、一括した受講管理が可能となりました。
院内研修に活用できる医療安全研修や感染管理などの最新コンテンツが含まれていること
も魅力です。今後は全職員への教育効果が一律に向上することを期待しています。

※掲載内容は 2021 年 10 月時点での情報です︎

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 聖隷横浜病院様
副院長
大内　基史 先生
当院では、年数回に分けて職員の医療安全研修を実施していますが、集合研修での受講率
の低さが悩みの種でした。セーフティプラスを導入してからは受講率が 69.4% から 93％
に改善し、時間と場所を選ばずに受講できるため、受講者の満足度も向上しました。また、
夜間の集合研修開催に伴う時間外手当の予算確保が不要になったため、コスト削減につな
がりました。セーフティプラスは再現ドラマのクオリティが高く、病院で働くすべての職
員に理解しやすいと感じます。今では「セーフティプラスを使うのが当たり前」という状
況です。	 ※掲載内容は 2021 年 2 月時点での情報です︎

ご利用施設様の声

監修者の声
長谷川　剛 先生
上尾中央総合病院 情報管理特任副院長
医療安全の推進のためには、現場のスタッフヘの継続的な教育が最も重要です。この教育システムは、
今まで本邦で発生した事例をもとに製作されており、解説やテストが丁寧に作り上げられています。
新人を含めた現場スタッフヘの教育に最適だと考えます。

河野　龍太郎 先生
株式会社 安全推進研究所 代表取締役所長
医療安全推進の基本は、過去の事例を科学的に分析して、現実の制約を考虜し、理に適った対策を実行
することです。私たちは、過去のたくさんの犠牲から学んだ教訓を次の世代に伝えていかねばなりません。
この教育システムは、毎年新しい事例が付け加えられ、まさに教訓の伝承システムと言えます。

辰巳　陽一 先生
近畿大学病院 病院長補佐、安全管理部教授、医療安全対策室室長、 
医学部血液・膠原病内科教授
私は血液内科医ですが、医療安全に嵌り足掛け 16 年になります。医療安全は、臨床医学とは異なる総
合格闘技のような分野です。医療知識のみならず、人の心を読む、論理的に考える、倫理的に考える、 
そして感じ、伝える。一緒に学びましょう。

監修者も
執筆！

�医療安全の専門家によるセーフティプラスブログ 
（毎月第 1・第３水曜日更新）

さらに詳しい
事例資料

さらに詳しい
事例資料

▶

▶



12

No.
コース名　　　����� 実 �実写　　 ア�アニメーション

対象者 
レベル別おすすめコース ファシリ

テーション
マニュアル

掲載
学習ポイント

概要 全職種 基礎
レベル

中堅
レベル

管理者
レベル

薬
　
剤

1-1
知識不足によるインスリンの過量投与� �実�
患者さんに誤って 100 倍の量のインスリンを投与してしまっ
た事例

 看護師  
 薬剤師  
 医　師 

◎ ○ あり
・インスリン製剤の特徴
・インスリン製剤を使用する際の注意点
・低血糖を起こしたときの症状と対応方法

1-2
アレルギー既往歴の確認不足� �実�
アレルギーの既往歴を十分に確認しないまま抗生剤を投与
し、アナフィラキシーショックを来した事例

 医　師  
 看護師  
 薬剤師 

◎ ◎ ◎ あり
・電子カルテアラート機能の特性
・アラート機能を有効活用するための対策
・アレルギー情報の管理

1-3
医師の処方ミス� �実�
ステロイド剤を投与するはずの患者さんに、似た名前の筋弛
緩薬を投与してしまった事例

 医　師  
 看護師  
 薬剤師 

◎ ◎ ◎ あり
・医薬品による事故を防ぐ方法
・医師等他者の指示・対応に疑問があるときの対応
・医師の処方ミスが起こる原因

1-4

錠剤の飲みこぼし� �実�
患者さんが自己管理薬剤の血糖降下剤が落ちていることに
気づき、自己判断で追加して服用し、低血糖を起こし転倒し
た事例

 薬剤師  
 看護師  
 医　師 

◎ ○ あり
・薬剤の管理体制を判断するときの基準
・患者さんが安全かつ確実に内服するための服薬指導のし

かた

1-5
小児に対する薬剤の過量投与� �ア�
新生児の不整脈治療において薬剤を誤って過量に投与してし
まった事例

 医　師  
 看護師  
 薬剤師 

◎ ◎ ◎ あり

・メディケーションエラーとその防止策
・多職種間での情報共有、コミュニケーションの重要性
・ハイリスク薬の取り扱いと処方のチェック体制
・小児の薬剤用量の理解

1-6
抗がん剤の血管外漏出� �実�
抗がん剤の血管外漏出の発見が遅れ、皮膚障害が起こって
しまった事例

 看護師  
 薬剤師  
 医　師 

◎ ○ あり

・抗がん剤投与を安全に行うための重要事項の理解
・抗がん剤投与中の観察事項とケア
・抗がん剤の血管外漏出時の事故を最小限にするための対

応

1-7
持参薬の確認不足� �実�
持参薬の確認不足により併用禁忌薬を投与し、患者さんが
てんかん発作を起こしてしまった事例

 医　師  
 看護師  
 薬剤師 

◎ ○ あり
・持参薬の継続使用に関する問題点
・持参薬の取り扱いに関する手順
・事故を防ぐための体制

1-8
KCL の誤投与� �実�
点滴ボトルに混注するべきカリウム製剤を、ワンショット投与
した結果、患者さんが急変してしまった事例

 薬剤師  
 看護師  
 医　師 

◎ ◎ ◎ あり
・カリウム製剤の特性についての知識
・薬剤投与時の基本的な確認事項の確認方法
・カリウム製剤を含むハイリスク薬の管理体制

1-9

抗がん剤の過量投与� �実�
抗がん剤テモダールを服用していた患者さんが骨折のため整
形外科で手術入院となったが、持参薬であったテモダールの
連日投与により死亡した事例

 薬剤師  
 医　師  
 看護師 

◎ ◎ ○ あり

・抗がん剤を継続使用する際の注意点
・チームで事故を防ぐ方策
・持参薬の継続使用における注意点
・人為的ミスを防ぐためのシステム構築

1-10

パニック値に対する不適切な対応� �実�
高カリウム血症の患者さんに適切な対処ができず、さらにカ
リウム製剤を投与し、患者さんの病態が急変した事例

 薬剤師  
 看護師  
 医　師  
 臨床検査技師 

◎ ◎ ○ あり
・視覚の特性と見落とし
・パニック値の取り扱いについて説明できる
・現場力による安全防護を理解できる

治
療
・
処
置

2-1

グリセリン浣腸に伴う直腸穿孔� �ア�
5 日間排便のない患者さんに対し、立位でグリセリン浣腸を
したため直腸裂傷と穿孔を起こし、緊急で人工肛門増設術に
至った事例

 看護師  
 医　師  
 薬剤師 

◎ ◎ あり
・グリセリン浣腸施行前・中・後の効果的な安全対策
・グリセリン浣腸施行前・後の患者さんへのアセスメント
・グリセリン浣腸の禁忌

2-2
搬送時の患者取り違え� �ア�
病棟看護師から手術室看護師に引き継ぎ時、手術室入室時
に患者さんを取り違えてそのまま手術してしまった事例

 すべての職種 ◎ ◎ ◎ ◎ あり

・搬送時の患者取り違えのエラー特性と原因
・患者確認のタイミングと方法
・コミュニケーション・スキル
・患者確認の手順

2-3
手術時のガーゼ遺残� �ア�
ガーゼカウントが合わないまま閉腹してしまった結果、腹腔
内にガーゼが遺残してしまった事例

 医　師  
 看護師  
 放射線技師 

◎ ○ あり
・手術時に異物遺残が起こりやすい状況
・機器・ガーゼカウントの方法とタイミング
・カウントが合わないときの対策

2-4
針刺し事故発生時の対応� �ア�
看護師が患者さんの採血後に、誤って自分の指先を針で刺し
てしまった事例

 すべての職種 ◎ ○ ○ ○ あり
・安全な針の取り扱いかた
・針刺し事故を予防する環境づくり
・針刺し事故が起きた場合の初期対応

2-5

電気メスの誤った取扱いによる熱傷� �ア�
電気メスペンシルによって起きた熱傷事故

 医　師  
 看護師  
 臨床工学技士 

○ ○ あり

・電気メスに関して起こりやすい医療事故
・電気メスの正しい取り扱いかた
・電気メスに関する医療事故の原因と対策
・チーム医療を円滑にするためのコミュニケーション・スキル
・事故が起きてしまったときの対応策

2-6

外来での患者取り違えによる誤注射� �実�
外来で事務職員が、インフルエンザワクチン接種希望で来院
した患者さんの問診票を別の患者さんの診療ファイルに入れ
てしまったことをきっかけに、誤って別の患者さんに接種して
しまった事例

 事務職員  
 医　師  
 看護師  
 薬剤師 

◎ ○ あり
・チーム医療における事務職員の役割
・事務職員における確認の必要性とその重要性
・チーム医療における双方向コミュニケーションの重要性

2-7

手術部位の左右取り違え� �実�
骨肉腫による下肢切断術の際に、手術部位の左右確認が十分
に行われなかったために、左右を間違えて手術を行ってしま
い、結果として両下肢切断になってしまった事例

 看護師  
 医　師  
 看護補助者 

◎ ◎ ◎ ◎ あり

・適切な手術部位のマーキングの方法手順を説明できる
・手術時における手術部位確認のタイミング、方法を説明で

きる
・タイムアウトの方法手順を説明できる

2-8

RRSでコードブルーを防げ！� �実�
左大腿骨頸部骨折で入院中にカテーテル関連尿路感染による
敗血症を併発し、早期介入されず敗血症性ショックを来たし
ICU 入室となった事例

 看護師  
 医　師 ◎ ◎ ○ あり

・Rapid Response System(RRS) の目的
・RRS 起動基準を用いた気づきの改善
・対応チームの設立
・病状変化時のコミュニケーション

分類

事例・動画講義シリーズ
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コース一覧

基礎シリーズ

���最新の講義一覧は公式ホームページからご覧ください。 ���https://www.elsevier.com/ja-jp/solutions/safetyplus

1-001

必
修
編

医療安全
３つの柱

医療安全
３つの柱

人は誰でも間違える�

医療安全を実践するための第一歩として、医療安全の前提で
ある『人は誰でも間違える』という考え方について学びます。

職種や役職、ベテラン・若手を問わず、人はいつでも誰でも
間違える可能性があります。

「人は誰でも間違える」という前提があることで何ができるよ
うになるか、また、この前提がなければどうなるのかを考え
ながら受講しましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-002 失敗から学ぶ�

医療安全の３つの柱の１つ、「失敗から学ぶ」について学習し
ます。このコースでは、「失敗から学ぶ」ためにはどうしたら
いいのか、必要な環境やコツを知ることができます。
自分が失敗したあとの行動や気持ちを振り返りながら受講
し、失敗した人にどのように接したらよいかを考えてみましょ
う。また、自分が失敗したときにはこのコースを見直してみて
もいいでしょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-003 情報を共有する�

医療安全では、「情報を共有する」ことが欠かせません。
基礎シリーズでは、上手に情報を共有するためのさまざまな
テクニックを学びますが、その前に、ここでは医療安全の観
点から「情報を共有する」ことの目的を理解します。情報を
共有することで何が可能になるのかに注目して受講しましょ
う。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-004

基
本
編

未然に防ぐ
テクニック

実力を試して
みよう 実力を試してみよう�

ここでは、失敗を未然に防ぐテクニックについて、自分の実
力を試します。
最初に流れるドラマを見て、その後にテストを受けます。
動画は３つの場面で構成されています。それぞれの場面で、
誰が何をしているのかに注目してみましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-005

復唱

復唱1�

仕事では頻繁に情報伝達が行われます。その際に重要とな
るテクニックの一つである復唱について学びます。
復唱の基本は、聞いた通りに繰り返し、確認することですが、
漫然とやっていても意味がありません。
自分が普段どのように復唱を行っているのかを振り返りなが
ら受講してみましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-006 復唱 2�

復唱は、聞いた通りに繰り返し、確認することが基本ですが、
それだけでは聞き間違えなどで情報が正確に伝わらないこと
もあります。ここでは、復唱を上手に行うためのポイントを学
習します。
最初に復唱がうまくいかなかった場合のドラマが流れますが、
自分の失敗経験も思い出しながら受講しましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

2-001
【演習】
話し合ってみよう
復唱�

この演習では、設定された項目について小グループで話し合
います。
復唱を行うべき場面とそれによって防ぐことができる間違い
を挙げられるように、自分の業務を振り返ってみましょう。
また、他の人の意見にも耳を傾けて、より適切な復唱の使い
方を一緒に考えてみましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

2-002 【演習】
やってみよう復唱�

この演習では、依頼する・される役割を演じることで、復唱
のポイントを確認し、身につけます。
復唱のポイントを意識して取り組みましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎
1-007

指差呼称

指差呼称1�
指差呼称の目的と基本を学びます。指差呼称の基本は「対
象物を指で差し、それを目で注視して、声に出して確かめる」
ことです。このコースを通して、なぜ指差呼称をすることで確
認がより正確になるのかを理解することができます。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

1-008 指差呼称 2�

ここでは指差呼称を活用するタイミング・場面について学び
ます。
指差呼称は、確認の精度を高めるだけでなく「意識を今に引
き戻し、今、ここの作業に集中する」ためのテクニックとして
も有効です。
最初に流れるドラマも参考にしつつ、どうしたら忙しいときで
も安全に仕事を進めることができるのかを考えながら、受講
しましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

2-003
【演習】
話し合ってみよう
指差呼称�

この演習では、設定された項目について小グループで話し合
います。
指差呼称を行うべき場面とそれによって防ぐことができる間
違いを挙げられるように、自分の業務を振り返ってみましょう。

また、他の人の意見にも耳を傾けて、より適切な指差呼称の
使い方を一緒に考えてみましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎

2-004
【演習】
やってみよう指差
呼称�

この演習では、１つの文章に対して、２つの異なる読み方を
実施し、指差呼称の効果を体験します。
読み方で何が変わるのかに着目し、体験を振り返ってみましょ
う。
また、他の人の意見にも耳を傾けて、体験をより深めましょう。

 全ての職種 ◎ ◎ ◎ ◎
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